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下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
の
実
施
を
求
め
る
意
見
書 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
五
類
移
行
後
、
感
染
者
数
の
把
握
が
定
点
把
握
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
正
確
な
感
染
状
況
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
現
在
、
今
後
起
こ
り
う
る
感
染
の
ピ
ー
ク
や
傾
向
を

把
握
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
新
た
な
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
「
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
（
疫
学

調
査
）
」
を
全
国
の
地
方
公
共
団
体
の
下
水
処
理
場
で
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。 

感
染
症
対
策
の
基
本
は
、
適
切
な
検
査
を
正
確
に
行
う
こ
と
が
肝
要
だ
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
で
は
感
染

者
が
自
主
的
に
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
陽
性
者
を
特
定
で
き
ず
、
各
地
域
の
感
染
の
広
が
り
の
傾
向
を
つ
か

む
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
「
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
」
を
活
用
す
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
「
見
え
な
い

感
染
を
見
え
る
化
」
で
き
、
感
染
の
初
期
段
階
か
ら
、
医
療
機
関
の
検
査
報
告
よ
り
も
早
く
感
染
の
兆
候
が

分
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
後
の
感
染
の
規
模
や
増
減
の
傾
向
を
補
完
す
る
デ
ー
タ
と
し
て
の
活
用
も
期

待
で
き
る
。 

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
早
急
に
、
内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
が
司
令
塔
と
な
り
、

厚
生
労
働
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
省
庁
が
、
地
方
公
共
団
体
と
も
連
携
し
て
、
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事

業
を
全
国
的
に
実
施
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
要
請
す
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

令
和
五
年
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月
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